
●
「
実
質
赤
字
比
率
」

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示

す
の
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
実
質
赤
字
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字

を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
の
が

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
連
結
実
質
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
実
質
公
債
費
比
率
」

地
方
公
共
団
体
の
長
期
の
借
入

金
を
地
方
債
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
元
金
お
よ
び
利
息
の
支
払
い
を

公
債
費
と
い
い
ま
す
。
こ
の
公
債

費
や
公
債
費
と
似
た
性
質
を
持
つ

経
費
が
、
町
の
標
準
的
な
収
入
の

う
ち
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
占
め

て
い
る
の
か
を
指
標
化
し
た
も
の

が
「
実
質
公
債
費
比
率
」
で
す
。

こ
の
比
率
は
、
過
去
３
ヵ
年
分
の

平
均
値
を
用
い
る
こ
と
と
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
が
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
公
債
費
な
ど
長
期
間

に
わ
た
り
支
払
っ
て
い
く
経
費
が

少
な
く
な
り
、
そ
の
分
他
の
事
業

に
使
え
る
財
源
が
多
く
な
り
ま

す
。町

の
比
率
は
９
・
９
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
25
・
０
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
将
来
負
担
比
率
」

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
借
入

金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
金
な
ど

の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指

標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
示
す
の

が
「
将
来
負
担
比
率
」
で
す
。
吉

岡
町
の
比
率
は
33
・
５
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
・

０
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
資
金
不
足
比
率
」

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す

の
が
「
資
金
不
足
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
資
金
不
足
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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（１）健全化判断比率�

備考：各比率の早期健全化基準は（　）内に記載�
　　　①②は実質赤字額がない場合「－」を記載�

①実質赤字比率� ②連結実質赤字比率� ③実質公債費比率� ④将来負担比率�
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（２）資金不足比率�

備考：資金不足がない場合「－」を記載�

特別会計の名称� 資金不足比率�

－�

－�

水道事業会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計� －�

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
が
平
成
21
年
４
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の
各
比
率
と
、
公
営
企
業
の

資
金
不
足
比
率
を
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
し
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
各
指
標
の
平
成
20
年
度
決
算
に
お
け
る
比
率
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。


